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ＴＡＣ設定対象魚種について

●平成２３年７月２２日閣議決定からの抜粋

◆ 資源管理制度の見直し
【規制・制度改革の概要】

ＴＡＣ（総漁獲可能量）設定魚種の拡大及びＩＱ（個別漁獲枠）方式の活用を

検討するとともに、指定漁業に係るＶＭＳ（漁船モニターシステム）の設置の義

務付けの検討や、指定漁業と沿岸漁業の調整に係る仲介、あっせん等への積極的

な対処を行うこと等を通じて、資源管理制度の機能を強化する。

●平成２１年１１月２０日第４４回資源管理分科会資料８からの抜粋

ＴＡＣ設定魚種の見直し及びモニタリングの強化について
（規制改革推進のための３ヶ年計画に係るＴＡＣ制度関係の措置状況の報告）
◆「（ア）ＴＡＣ設定魚種の拡大」
【措置事項】

水産資源の維持・回復に資するため、現在のＴＡＣ対象魚種に次いで採捕・消

費量が多く、国民生活上又は漁業上重要な魚種であるカタクチイワシ、ホッケ、

ブリ、マダラを含め、今後とも科学的知見の集積に努めるとともに、資源の特性

等を踏まえつつ、ＴＡＣ対象魚種の追加については継続的に検討を行い、検討結

果を公表すること。

ＴＡＣ魚種の追加については、昨年１２月に公表した「ＴＡＣ制度等の検討に係

る有識者懇談会」の取りまとめ結果より、資源の若干の変動はあったものの、その

他状況に変化はなく、現時点において新たな魚種の追加の必要性は低いと考える。

※「ＴＡＣ制度等の検討に係る有識者懇談会」取りまとめ及び参考資料（20年12月

公表）抜粋

現在のＴＡＣ対象魚種に次いで採捕・消費量が多く、国民生活上又は漁業上重

要な魚種であるカタクチイワシ、ホッケ、ブリ、マダラについてＴＡＣ対象魚種

とすることの適否を検討したが、これらの魚種については、ＴＡＣの決定に足る

科学的知見が十分とは言えない状況にあることに加え、資源状況も安定している

ことなどから、現時点でこれら魚種についてＴＡＣ管理を追加して実施すべき必

要性は低いと考えられる。

○カタクチイワシ

・資源は総じて中位・減少（昨年は高位・横ばい）

・海洋環境の影響を特に強く受ける資源特性のため、資源量の推定や将来予測は

非常に難しい。

・海洋環境の影響で資源が大きく変動すること、沿岸での漁獲が多く漁場の変動

も大きいことから、ＴＡＣによる管理は難しい。

○ホッケ

・資源は、総じて高位（昨年は中位）・横ばい

・生物学的知見は少なく、漁獲量をベースとしてＡＢＣを算出。分布・回遊等の

知見は少なく、資源量推定や将来予測は非常に難しい。

○ブリ

・資源は中位・増加（昨年は横ばい）

・生物学的知見は少なく、漁獲量をベースとしてＡＢＣを算出。

○マダラ

・資源は、総じて中位・増加（昨年は高位・増加）

・生物学的知見は少なく、調査データや漁獲量をベースとしてＡＢＣを算出。
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●カタクチイワシ等４魚種の資源状況等
（平成２１年１１月から現時点までの資源状況等の変更点は下線部のみ）
○カタクチイワシ

・資源は総じて中位・横ばい
・海洋環境の影響を特に強く受ける資源特性のため、資源量の推定や将来予測は

非常に難しい。
・海洋環境の影響で資源が大きく変動すること、沿岸での漁獲が多く漁場の変動

も大きいことから、ＴＡＣによる管理は難しい。
○ホッケ

・資源は、総じて低位・減少
・生物学的知見は少なく、漁獲量をベースとしてＡＢＣを算出。分布・回遊等の

知見は少なく、資源量推定や将来予測は非常に難しい。
○ブリ

・資源は高位・増加
・生物学的知見は少なく、漁獲量をベースとしてＡＢＣを算出。
○マダラ

・資源は、総じて高位・増加
・生物学的知見は少なく、調査データや漁獲量をベースとしてＡＢＣを算出。




